
隼人駅東地区における地域活性化のための基盤整備検討調査

（調査の背景・目的） （調査の手順）

基盤整備の見込み・方向性

今後の課題

調査成果

隼人駅東地区は、隼人駅東地区土地区画整理事業にて整備が予定されているが、ＪＲの鉄軌道用地により東西に分断さ
れた地域となっている。区画整理地内には、商業施設や住宅の整備が予定されており、駅利用者への利便性を図るうえ
で、大きな課題となっている。また、隼人駅周辺地域は、交通拠点として利便性・効率性を高めるための新たな乗り継
ぎ拠点として位置づけられており、新規商業地域が形成される隼人駅東地区では、交流人口の増加を図る上で、利便性
及び回遊性の面でも課題がある。
このような中、隼人駅東地区における地域活性化を図るため、隼人駅周辺整備に係る利用実態調査結果を踏まえ、将来
需要に応じた自由通路の予備設計および東西駅前広場の基本計画等を行うことを目的とする。

【別添２】調査成果の報告のポンチ絵 【実施主体名：鹿児島県霧島市】

○利用実態調査（駅改札カウント調査）

■将来利用予測

■東西自由通路予備設計

・隼人駅東地区の整備については、今後、JRや民
間事業者などの関係機関との協議を重ね、各種
協定や都市計画関連手続きを進めていく。

・｢霧島市の新たな玄関口｣を演出するため、にぎ
わい創出の観点から民間事業者と一体となった
整備を検討する。

・自由通路、駅舎の整備方針については、JRとの
細部調整を行い、事業スケジュールを勘案した
合意形成を進めていく必要がある。

・交通結節点としての機能強化に向けて交通事業
者との協議・調整や、隼人駅東地区に進出予定
の大規模商業施設と連携を図り、駅周辺の活性
化につながる事業手法等を検討する必要がある。

■将来利用予測

■東西自由通路予備設計

■駅前広場基本計画

・利用実態調査（駅改札カウント調査等）
・ヒアリング調査、動線調査
・将来利用者推計

■駅舎の検討

■都市計画決定図書作成

・構造形式比較検討
・設計図作成
・概算事業費算出

・計画図作成
・事業費の検討

・東口駅前広場（計画案作成、概算事業費算出）
・西口駅前広場（計画案作成、概算事業費算出）
・駐輪場

・自由通路

入退場数 3,213人

ピーク時間（10分） 8:00 ～ 8:10

○動線調査－交通分担率【西口駅前広場】

歩行者
2輪車

(自転車･ﾊﾞｲｸ)
自動車 バス タクシー

34.9% 24.7% 36.4% 0.6% 3.4%

○ヒアリング調査【西口駅前広場】

A,Bエリア：⻄側(既存駅広側)
C,Dエリア：東側

※平⽇調査の結果

※平⽇調査の結果

※平⽇調査の結果＜駅東西の利用割合＞

＜自由通路の幅員設定＞

ピーク時（8:00～8:10）の利用状況調査結果をもとに自由通路幅員を設定

○将来利用予測

現況利⽤者

区画整理地内
の利⽤者

⼤規模商業施設
利⽤者

国分駅からの
転換利⽤者

利用者推計

鉄道
利用者

4,141人/日

非鉄道
利用者

2,071人/日

駅利用者 6,212人/日

利
用
者
推
計

・ピーク時の利用者数：134人/分

・サービス水準（～27人/m・分）※駅前広場計画指針より
4.97ｍ ⇒  5.0ｍ

＜自由通路予備設計＞

○幅員 通路部：5.0ｍ
階段部：3.0m(東口/2箇所)、4.0ｍ(西口/1箇所)

▲断⾯図①(通路部） ▲断⾯図②

項目 H29 H30 H31 H32 H33 H34

自由通路・駅舎
駅前広場(東西)

Aエリア

39.2%

Bエリア

25.5%

Cエリア

33.3%

Dエリア

2.0%

N=51

駅東側エリア

（35.3％）

・ＪＲ協議
・詳細設計

工事
供用
開始

※

※鉄道は利⽤しないが、駅前広場
を利⽤する⽅

■隼人駅周辺整備計画案
自由通路、駅舎、駅前広場（東口･西口）、駐輪場の平面検討を行った。

▲整備計画案

隼⼈駅周辺整備：計画案
（参考案：第1案）

※本計画案は検討案の中の1つの参考案であり、
決定した計画ではありません。
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③自由通路予備設計 

通路幅設定および地上駅となる駅舎配置計画にもとづき、自由通路の予備設計を行う。 

【自由通路幅員：5.0ｍ（階段部－西口：4.0ｍ、東口：3.0ｍ）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆平面図 

◆断面図（Ａ－Ａ） 

◆断面図（Ｂ－Ｂ） 
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Ｂ Ｂ 
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３．駅前広場基本計画 

①駅前広場の都市計画決定状況 

計画する東西駅前広場については、既存の西口駅前広場および新設する東口駅前広場ともに都

市計画決定されており、以下に都市計画決定状況を整理する。 

▼隼人駅 駅前広場の都市計画決定状況 

名称 面積 備考 

隼人駅前広場 （東口） 3,500 ㎡ 新設 

隼人駅前広場 （西口） 2,500 ㎡ 既設 

 

②東口駅前広場整備方針 

○新たな「霧島市の玄関口」として、都会的なイメージを感じられる空間を形成する。 

○駅の利用者が円滑に移動できる動線を確保するとともに、大規模商業施設利用者にも
配慮する。 

○イベントや休憩など幅広い市民活動を行うことが出来る場として、「にぎわい広場」等
を検討する。 

○乗降バース（自家用車、身障者者、バス、タクシー）及び観光バスプール（2 台）、タ
クシープール（6 台）を設ける。 

○車道部（ロータリー）は、車道幅員 5.5m 以上、各車両の乗降バース幅員 3.0m（車
道部幅員合計 8.5m）を確保する。 

○歩道部は幅員 6m を確保する。大規模商業施設前は歩行者が集中する可能性が高いこ
とから、8m を確保する。 

 

 

 

③東口駅前広場計画案の検討 

整備方針に基づき、自由通路・駅舎の配置計画および駅前広場に隣接する大規模商業施設の配

置案を考慮した東口駅前広場の検討案（３案）を立案する。 

なお、立案した検討案（３案）については、今後の関係機関協議などを行ううえでの検討案と

しての位置づけであり、協議結果などにより大きく変わる可能性があります。 
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東口駅前広場計画 検討案（３案） 
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４．安全な歩行者空間および動線の検討 

隼人駅及びその周辺で実施した現況調査の結果を踏まえ、自由通路については、将来の利用者数

を予測した結果、歩行者や車イスに対応した安全な幅員を導いた。また、駅前広場については、車

道部と歩道部の区分を明確にし、周囲の状況を考慮した歩道の整備を行うことで、安全な歩行者空

間および動線を確保することができる。 

 

５．都市計画決定図書作成 

自由通路予備設計で決定した計画に対して、自由通路の都市計画決定図書の作成を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.基盤整備の見込み・方向性 

隼人駅東地区の整備については、今後、JR や民間事業者などの関係機関との協議を重ね、各種協

定や都市計画関連手続きを進めていく。あわせて、“霧島市の新たな玄関口”を演出するため、にぎ

わい創出の観点から民間事業者と一体となった整備を検討する。 

 

項目 H29 H30 H31 H32 H33 H34 

自由通路・駅舎 

駅前広場(東西) 

 
 

 

 

 

 

 

4.今後の課題 

本調査において、隼人駅周辺整備の方向性を策定しているが、特に自由通路、駅舎の整備方針に

ついては JR との細部調整を行い、事業スケジュールを勘案した合意形成を進めていく必要がある。 

また、交通結節点としての機能強化に向けて円滑な交通処理を行うため、交通事業者との協議・

調整や、隼人駅東地区に進出予定の大規模商業施設と連携を図り、駅周辺の活性化につながる事業

手法等を検討する必要がある。 

［添付図：計画図］ 

［添付図：総括図］ 

◆事業スケジュール案 

・ＪＲ協議 

・詳細設計 
工 事 供用開始 


